
高等学校 令和５年度（２学年用）教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 21 HR～ 27 HR

教科担当者：

使用教科書：

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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外国語

○ ○

○ ○

評価規準

【知識・技能】
◇文法などの規則にのっとって，英文の内容を正
しく理解できる。
◇進行形，受け身，S＋V＋C（＝現在分詞・過去
分詞）を用いた文を理解できる。

【思考・判断・表現】
◇日本人アスリートの英語についての各パートの
英文を読んで内容を読み取ることができる。
◇Part 1～3において，本文の趣旨に基づき，Q，
T-Fの内容を理解し，正答することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
◇Comprehension，Reproductionで本文内容を整
理して読み取り，空欄に適切な語句を補うことが
できる。
◇ALTなどと積極的に話そうとしたり，ペアワー
クやグループワークにおいて積極的に発言したり
する態度がみられる。
◇ペア，グループでの対話練習，話し合いにおい
て，相手の理解を確認しながら適切な発言ができ
る。

【知識・技能】
◇文法などの規則にのっとって，英文の内容を正
しく理解できる。

【思考・判断・表現】
◇バナナの危機についての各パートの英文を読ん
で内容を読み取ることができる。
◇主題文と支持文を理解し，その知識を内容理解
に役立てることができる。
◇Part 1～3において，本文の趣旨に基づき，Q，
T-Fの内容を理解し，正答することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
◇Comprehension，Reproductionで本文内容を整
理して読み取り，空欄に適切な語句を補うことが
できる。

（Vivid English CommunicationⅡ （第一学習社）
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定期考査

〇

思

○○

社会的な話題について、情報や考え、気持ちなど論理性に注意して
複数の段落からなる文章で詳しく書いて伝えることができるように
する。またその文章を相手にわかりやすい英語で伝えることができ
るようにする。

○

配
当
時
数

態

領域

１
学
期

A Lesson １
日本人アスリートと英語について的確に
理解し，その内容を整理して伝えること
ができる。
・整理した内容を活用して，日本人アス
リートについてスピーチをすることがで
きる。
＜文型・文法事項＞
・進行形，受け身，S＋V＋C（＝現在分
詞・過去分詞）について理解を深め，こ
れらを適切に活用することができる。
＜五領域の知識・技能＞
・英語の音の特徴に注意して，英文を発
音することができる。
＜場面・状況など＞
・英語でのスピーチの方法を理解し，聞
き手に配慮して，詳しく話そうとしてい
る。

・教材
教科書、ワークブック、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
ワークシートについての調べ学習、動画
活用、発表

・指導事項
進行形／受け身／S＋V＋C（＝現在分詞・
過去分詞）
英語の音の特徴 ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

芦花

知

【学びに向かう力、人間性等】

B Lesson ２
＜題材内容とねらい＞
・バナナの特徴や危機について的確に理
解し，その内容を整理して伝えることが
できる。
・整理した内容を活用して，好きな果物
や野菜についてプレゼンテーションを
し，質疑応答をすることができる。
＜文型・文法事項＞
・seem to ～，It is … (for A) to
～，強調について理解を深め，これらを
適切に活用することができる。
＜五領域の知識・技能＞
・主題文と支持文の関係に注意し，英文
を理解することができる。
＜場面・状況など＞
・英語での対話文の特徴を理解しようと
している。
・聞き手に配慮して，詳しく発表しよう
としている。
＜題材内容とねらい＞
・バナナマフィンのレシピやそれに対す
るコメントの内容を理解することができ
る。
・だれにどんな料理を作りたいかについ
て話すことができる。

・教材
教科書、ワークブック、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
ワークシートについての調べ学習、動画
活用、発表

・指導事項
seem to ～／It is … (for A) to ～／
強調　主題文と支持文の関係

○ ○ ○

外国語 英語コミュニケーションⅡ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
日常的な話題について一定の支援を活用すれば必要な情報を聞き取
り、話の展開や話し手の意図を把握することができるようにする。
また、多様な語句や文を用いて情報や考え、気持ちなどを詳しく話
して伝え合うことができるようにする。

多岐にわたる分野の英文から必要な情報を読み取り、文章の展開や書
き手の意図を把握することができるようになる。また概要や要点、詳
細を目的に応じてとらえることができるようにする。

外国語

・コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考え
などの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合った
りしている。

・外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外国
語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている。

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅡ

【 知　識　及　び　技　能 】

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めている。
・外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことに
  よる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付け
  ている。



○ ○ 1

○ ○

【知識・技能】
◇「時」や「理由」などを表す副詞節，分詞構文
（現在分詞），「推量」を表す助動詞，助動詞＋
have＋過去分詞を用いた文を理解できる。
◇主題文と支持文や指示表現・言いかえ表現，つ
なぎの語句，文章全体の展開に関する知識があ
る。

【思考・判断・表現】
◇ドローンの活用についての各パートの英文を読
んで内容を読み取ることができる。
◇主題文と支持文や指示表現・言いかえ表現，つ
なぎの語句，文章全体の展開を理解し，その知識
を内容理解に役立てることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
◇教科書を見ずに本文の音声を聞こうとしてい
る。
◇Part 1～4のT-Fについて，Fの誤文訂正をしよ
うとしている。

○ ○ ○ 14

定期考査
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【知識・技能】
◇文法などの規則にのっとって，英文の内容を正
しく理解できる。◇自然災害と防災についての各
パートの英文を読んで内容を読み取ることができ
る。
◇主題文と支持文や指示表現・言いかえ表現を理
解し，その知識を内容理解に役立てることができ
る。

【思考・判断・表現】
◇Key Wordsの英文を聞き取り，内容を理解する
ことができる。
◇自然災害と防災についての各パートの英文を聞
いて概要を把握することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
◇自然災害と防災についての内容を読んで理解し
ようとする態度がみられる。
◇Comprehension，Reproductionにおいて，題材
内容に肉付けしながら，自分の言葉で説明しよう
としている。

【知識・技能】
◇文法などの規則にのっとって，英文の内容を正
しく理解できる。
◇It is＋形容詞＋that-節，完了形，完了形（受
け身）を用いた文を理解できる。
◇主題文と支持文や指示表現・言いかえ表現に関
する知識がある。

【思考・判断・表現】
◇Key Wordsの英文を聞き取り，内容を理解する
ことができる。
◇自然災害と防災についての各パートの英文を聞
いて概要を把握することができる。
◇Part 1～3のQ，T-Fについて，正答することが
できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
◇Comprehension，Reproductionにおいて，題材
内容に肉付けしながら，自分の言葉で説明しよう
としている。

２
学
期

E Lesson ５
＜題材内容とねらい＞
・ネコのくぅと犬のしのがともに過ごし
た時間ときずなについて的確に理解し，
その内容を整理して伝えることができ
る。
・整理した内容を活用して，写真に合う
くぅとしのの会話を創作し，写真の説明
を発表することができる。
＜文型・文法事項＞
・群動詞（受け身），進行形（受け
身），関係副詞（制限用法・非制限用
法）について理解を深め，これらを適切
に活用することができる。
＜五領域の知識・技能＞
・未知語の意味を推測しながら，英文を
理解することができる。
＜場面・状況など＞
・英語のブックレビューの特徴を理解し
ようとしている。
・聞き手に配慮して，詳しく写真の説明
をしようとしている。

・指導事項
群動詞（受け身）／進行形（受け身）／
関係副詞（制限用法）／関係副詞（非制
限用法）
未知語の意味の推測

・教材
教科書、ワークブック、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
ワークシートについての調べ学習、動画
活用、発表

○ ○

F Lesson ６
＜題材内容とねらい＞
・ドローンのメリットや問題点，今後の
展望について的確に理解し，その内容を
整理して伝えることができる。
・整理した内容を活用して，ドローンの
活用の是非についてピンポンディベート
をすることができる。
＜文型・文法事項＞
・「時」や「理由」などを表す副詞節，
分詞構文（現在分詞），「推量」を表す
助動詞，助動詞＋have＋過去分詞につい
て理解を深め，これらを適切に活用する
ことができる。
＜五領域の知識・技能＞
・文章全体の展開に注意して，英文を理
解することができる。
＜場面・状況など＞
・英語での対話文の特徴を理解しようと
している。
・聞き手に配慮して，ドローンの活用の
是非について詳しく話そうとしている。

・指導事項

「時」や「理由」などを表す副詞節／分
詞構文（現在分詞）／「推量」を表す助
動詞／助動詞＋have＋過去分詞
文章全体の展開①

・教材
教科書、ワークブック、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
ワークシートについての調べ学習、動画
活用、発表

○ ○ ○

○

○

【知識・技能】
◇群動詞（受け身），進行形（受け身），関係副
詞（制限用法・非制限用法）を用いた文を理解で
きる。
◇主題文と支持文や指示表現・言いかえ表現，つ
なぎの語句に関する知識がある。

【思考・判断・表現】
◇Key Wordsの英文を聞き取り，内容を理解する
ことができる。
◇ネコのくぅと犬のしのについての各パートの英
文を聞いて概要を把握することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
◇Comprehension，Reproductionにおいて，題材
内容に肉付けしながら，自分の言葉で説明しよう
としている。

○

○ ○

○○

D Lesson ４
＜題材内容とねらい＞
・国際化する日本の状況と開かれた社会
にするために重要なことについて的確に
理解し，その内容を整理して伝えること
ができる。
・整理した内容を活用して，文化交流イ
ベントのポスターを作り，発表すること
ができる。
＜文型・文法事項＞
・S＋V＋O＋O（＝名詞節），関係代名詞
（制限用法・非制限用法）について理解
を深め，これらを適切に活用することが
できる。
＜五領域の知識・技能＞
・文と文のつながりを示す語句に注意し
て，英文を書くことができる。
＜場面・状況など＞
・英語のポスターの特徴を理解し，読み
手に配慮して，詳しくポスターを書こう
としている。

１
学
期

○

定期考査

・指導事項
S＋V＋O＋O（＝名詞節）／関係代名詞
（制限用法）／関係代名詞（非制限用
法）
文と文のつながりを示す語句①

・教材
教科書、ワークブック、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
ワークシートについての調べ学習、動画
活用、発表

○ ○ ○

C Lesson ３
＜題材内容とねらい＞
・自然災害と防災について的確に理解
し，その内容を整理して伝えることがで
きる。
・整理した内容を活用して，ハザード
マップから読み取ったことについてプレ
ゼンテーションをすることができる。
＜文型・文法事項＞
・It is＋形容詞＋that-節，完了形，完
了形（受け身）について理解を深め，こ
れらを適切に活用することができる。
＜五領域の知識・技能＞
・指示表現や言いかえ表現に注意して，
英文を理解することができる。
＜場面・状況など＞
・英語でのプレゼンテーションの方法を
理解し，聞き手に配慮して，詳しく発表
しようとしている。

・指導事項
It is＋形容詞＋that-節／完了形／完了
形（受け身）
指示表現や言いかえ表現

・教材
教科書、ワークブック、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
ワークシートについての調べ学習、動画
活用、発表



○ 13

定期考査
○ ○ 1

・指導事項
倒置／分詞構文（完了形）／as if＋仮定
法／複合関係詞
文章全体の展開②

・教材
教科書、ワークブック、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
ワークシートについての調べ学習、動画
活用、発表 ○ ○ ○ ○ ○

【知識・技能】
◇文法などの規則にのっとって，英文の内容を正
しく理解できる。
◇倒置，分詞構文（完了形），as if＋仮定法，
複合関係詞を用いた文を理解できる。

【思考・判断・表現】
◇ワイルドライフツーリズムについての各パート
の英文を読んで内容を読み取ることができる。
◇主題文と支持文や指示表現・言いかえ表現，つ
なぎの語句，文章全体の展開を理解し，その知識
を内容理解に役立てることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
◇Comprehension，Reproductionにおいて，題材
内容に肉付けしながら，自分の言葉で説明しよう
としている。

○ ○

J Lesson 10
＜題材内容とねらい＞
・ワイルドライフツーリズムの裏側とSNS
の影響について的確に理解し，その内容
を整理して伝えることができる。
・整理した内容を活用して，写真から読
み取れる環境問題について論理的な文章
を書くことができる。
＜文型・文法事項＞
・倒置，分詞構文（完了形），as if＋仮
定法，複合関係詞について理解を深め，
これらを適切に活用することができる。
＜五領域の知識・技能＞
・文章全体の展開に注意して，英文を理
解することができる。
＜場面・状況など＞
・英語でのSNSの利用方法を理解しようと
している。
・読み手に配慮して，環境問題について
詳しく論理的な文章を書こうとしてい
る。

定期考査
○ ○ 1

【知識・技能】
◇倒置，S＋V＋O＋C（＝原形不定詞・現在分詞・
過去分詞），同格のthatを用いた文を理解でき
る。
◇主題文と支持文やつなぎの語句，文章全体の展
開に関する知識がある。

【思考・判断・表現】
◇平和のメッセージについての各パートの英文を
読んで内容を読み取ることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
◇平和のメッセージについての，JTE，ALTの発言
や音声を真剣に聞いて，内容を理解しようとする
態度がみられる。
◇教科書を見ずに本文の音声を聞こうとしてい
る。

○ ○ ○ 14

G Lesson ７
＜題材内容とねらい＞
・スーパークローン文化財の役割や重要
性について的確に理解し，その内容を整
理して伝えることができる。
・整理した内容を活用して，保存すべき
文化財や芸術作品を紹介することができ
る。
＜文型・文法事項＞
・「時」や「理由」などを表す副詞節，
分詞構文（過去分詞），関係代名詞 …
前置詞，前置詞＋関係代名詞について理
解を深め，これらを適切に活用すること
ができる。
＜五領域の知識・技能＞
・句読法に注意して，英文を理解するこ
とができる。
＜場面・状況など＞
・英語の広告の特徴を理解しようとして
いる。
・聞き手に配慮して，文化財や芸術作品
を詳しく紹介しようとしている。

・指導事項

「時」や「理由」などを表す副詞節／分
詞構文（過去分詞）／関係代名詞 … 前
置詞／前置詞＋関係代名詞
句読法

・教材
教科書、ワークブック、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
ワークシートについての調べ学習、動画
活用、発表 ○ ○ ○ ○ ○

【知識・技能】
◇「時」や「理由」などを表す副詞節，分詞構文
（過去分詞），関係代名詞 … 前置詞，前置詞＋
関係代名詞を用いた文を理解できる。
◇主題文と支持文やつなぎの語句，文章全体の展
開に関する知識がある。

【思考・判断・表現】
◇本文から整理・理解した内容を活用してLet’s
Try!，Activity Plusに取り組むことができる。
◇Comprehension，Reproductionにおいて，題材
内容を説明できる。
◇英語のリズムやイントネーション，音の変化な
どに注意して適切に発表ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
◇スーパークローン文化財についての内容を読ん
で理解しようとする態度がみられる。
◇Comprehension，Reproductionにおいて，題材
内容に肉付けしながら，自分の言葉で説明しよう
としている。

○ ○ ○ 14

14○ ○○ ○ ○

【知識・技能】
◇省略，完了不定詞，All you have to do is
(to) ～，仮定法を理解できる。
◇主題文と支持文やつなぎの語句，文章全体の展
開に関する知識がある。

【思考・判断・表現】
本文から整理・理解した内容を活用してLet’s
Try!に取り組むことができる。
◇Comprehension，Reproductionにおいて，題材
内容を説明できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
◇若者の地域参画についての内容を読んで理解し
ようとする態度がみられる。
◇Comprehension，Reproductionにおいて，題材
内容に肉付けしながら，自分の言葉で説明しよう
としている。

○ ○ ○ ○

３
学
期

I Lesson ９
＜題材内容とねらい＞
・若者の地域社会への参画や貢献につい
て的確に理解し，その内容を整理して伝
えることができる。
・整理した内容を活用して，自分の地域
社会への関わり方について書くことがで
きる。
＜文型・文法事項＞
・省略，完了不定詞，All you have to
do is (to) ～，仮定法について理解を深
め，これらを適切に活用することができ
る。
＜五領域の知識・技能＞
・文と文のつながりを示す語句に注意し
て，英文を理解することができる。
＜場面・状況など＞
・英語でのインタビューの方法を理解し
ようとしている。
・読み手に配慮して，地域社会への関わ
り方について詳しく書こうとしている。

・指導事項
省略／完了不定詞／All you have to do
is (to) ～／仮定法
文と文のつながりを示す語句②

・教材
教科書、ワークブック、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
ワークシートについての調べ学習、動画
活用、発表

○ ○ ○

２
学
期

H Lesson ８
＜題材内容とねらい＞
・さまざまな人からの平和のメッセージ
について的確に理解し，その内容を整理
して伝えることができる。
・整理した内容を活用して，世界平和の
ために活動している人たちについて書く
ことができる。
＜文型・文法事項＞
・倒置，S＋V＋O＋C（＝原形不定詞・現
在分詞・過去分詞），同格のthatについ
て理解を深め，これらを適切に活用する
ことができる。
＜五領域の知識・技能＞
・やり取りを工夫して続ける方法を理解
し，円滑にコミュニケーションをするこ
とができる。
＜場面・状況など＞
・英語でのディスカッションの方法を理
解しようとしている。

・指導事項
倒置／S＋V＋O＋C（＝原形不定詞・現在
分詞）／S＋V＋O＋C（＝過去分詞）／同
格のthat
やり取りを工夫して続ける方法

・教材
教科書、ワークブック、ワークシート
・一人１台端末の活用　等
ワークシートについての調べ学習、動画
活用、発表

○


